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　福島県フロン回収事業協会の皆様との出会いから18年が経ちました。
　平素より当協会をご支援いただきお礼申し上げます。
　本年は、例年より早い梅雨明けを迎えましたが、西日本では観測史上記録的豪雨「平成30年７月豪雨」によ
る大規模な被害が齎されており、被災された皆様に衷心よりお見舞い申し上げます。
　さて、ご承知の通り、世界各地で気候変動による異常気象が年々進行し、気温・豪雨被害が観測され、
国際社会共通の最重要取組課題となっています。国連の気候変動枠組締約国会議（COP）では、温室効
果ガスの大量排出による地球温暖化対策をパリ協定・モントリオール議定書として制定いたしました。我
が国は、これらの協定を基に、現国会にて温暖化対策計画に関する法案を制定し、今後、新たな法制度の
下で更なる温暖化対策の強化が図られます。この温暖化対策の中で、皆様が協働して取り組んでいるフロ
ン回収事業は「オゾン層保護」と併せて「地球温暖化対策」に資する重要な事業として位置づけられてい
ます。
　さて、平成7年に「フロン回収処理」の県条令を制定したのは兵庫県で、福島県は、翌年（平成８年）に県
条例を制定されました。貴協会は、福島県「フロン回収処理」の県条例の下、福島県冷凍空調設備工業会
員が主体となり、県内の産業廃棄物業者が参画して設立されたと聞いています。
　兵庫県は、平成７年１月に「阪神淡路大震災」に見舞われ、大きな被害を受けました。その復興の中で
同年10月に「フロン回収処理」の県条例を制定し、被災機器のフロン回収処理を行いオゾン層保護に取組
みました。
　福島県は、国内２番目となる「フロン回収処理」の県条例を制定して、オゾン層保護に取組まれました
が、平成11年2月に福島県庁担当官と産業廃棄物協会の方が、「フロン回収取組体制」の視察に見えられ
ました。静岡県の取組みを参考にしたいとのことで、業界主導の「フロン回収処理システム」を説明しました。こ
の時のご縁により、貴協会の設立総会へお招き頂くことになり、静岡県の取組みについて皆様にお話しさ
せていただく機会を頂きました。以来、「フロン・シンポジウム」等で度々お話をさせて頂いておりますが、
特に記憶に残るのは、平成23年2月に富岡町で開催された「フロン・シンポジウム」です。このシンポジウム
では東京電力・東北電力から多くの方が参加されていました。それから20日余り後に、東日本大震災が発
生し、大変な困難に見舞われてしまいました。被災された皆様に衷心よりお見舞いを申し上げます。
　福島県・兵庫県の両県ともに大災害に見舞われて、大変な状況の中“地球を守ろう 未来の子供達のた
めに”と、力を合わせ多くの困難を乗り越え努力をされておられる事に衷心より敬意を表します。
“美しい地球環境を守り、伝える”をスローガンの下に、協働する皆様の益々のご活躍をご期待申し上げます。

（一社）日本フロン回収事業協議会 会長
（一社）静岡県フロン回収事業協会 会長

　鳥波　益男

美しい地球環境を守り、伝える
総務広報

事業委員会

活動報告

　平成30年度通常総会は多数のご来賓を迎え、会員79
者の出席のもと盛大に挙行されました。
　色摩会長は冒頭「主事業でありますフロン回収破壊処理
事業は前年比92％となりフロン排出抑制法が施行されて
初めて前年を下回る結果となりましたが、法が施行される
前年より３年連続で増加していた事と、需要がひと段落し
た事が主な要因と考えられます。
その他の事業では、11月に郡山で効率的な回収技術の
講習会を開催し22名の参加者で効率の良い回収方法や
フロン漏洩防止の大切さを学んで頂きました。
当協会は、『地球を守ろう、未来の子供たちのために』の
スローガンのもとまい進してまいります。
会員一人一人が自覚を持ち未来の子供たちのために活動
していかなければならないと思います。」と挨拶した。
　議事は笠理事を議長に審議に移り、各議案とも慎重審議
の結果、原案通り承認可決されました。
　長年の協会功労感謝として、富士冷熱機器（株）会長
栗原一家氏が優良事業社表彰として（株）釜屋、（有）日設、

（有）谷川産業の三社が表彰されました。
　役員改選では、全役員が再任され、新理事として新たに

（有）アライブ柴田氏、福島機工（株）阿部氏、（株）日設熊田
氏が加わりました。
　総会終了後、懇親会を開催しご来賓及び会員相互の親
睦を深めることが出来ました。

第14回通常総会 を開催

2018.5.28 ザ・セレクトン福島

ご来賓

福島県生活環境部 水・大気環境課 水・大気環境課長

（一社）日本冷凍空調設備工業連合 業務部担当部長

（一社）静岡県フロン回収事業協議会 顧問

（一社）宮城県フロン回収事業協会 代表理事

（一社）山形県冷凍空調設備工業会 理事長

株式会社空調タイムス社 編集局 係長

（株）福島建設工業新聞社 代表取締役

福島県県議会議員

鈴木　仁様

河西詞朗様

高須英彰様

山崎澄義様

大竹　直様

佐藤拓生様

相澤　隆様

西山尚利様

30-31年度 執行部改選役員

●代表理事会長
●副会長
●理　事

●監　事

色摩啓司
古川敏博、川田政雄
笠　雅樹、伊藤紘一、我妻顕彦、
宇野一夫、熊田大樹、熊田和彦、
門馬英夫、大野雅信、村山祐二、
伊藤隆博、高橋秀行、阿部吉文、
柴田和明
遠藤　彰、栗原一家

総務広報委員会　阿部 吉文
柴田 和明
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研修事業

委 員 会

活動報告

　昨年の福島開催（ポリテクセンター・2016.10.22）に続
いて2018年11月18日に郡山の南東北卸センター協同組合
の3F第8会議室に於いて効率的な回収技術の講習会を開
催いたしました。
　会員企業より22名の参加をいただいて講師には昨年同
様アサダ株式会社仙台営業所の小松史也所長にお願いし
30分程度の座学、フロン排出抑制法施行3年目の状況やフ
ロン回収時における不具合事例等の講義を受講。休憩をは
さんでいよいよ回収のデモンストレーションの開始です。

以上のような結果になりました。

「効率的なフロンガス回収
　　　　技術の講習会」を終えて

　この度の講習では、改めて冷媒回収の技術を見直す
機会となりました。座学だけではなく、実際の冷媒回収
工事を踏まえての講習がとても良い経験となりました。
　回収時にムシを外す・回収ホース径を太くする・クー
リングユニットを付ける等をする事で約2.8㎏の冷媒回
収時間が通常の回収時間と比較して3分20秒程違いま
した。冷媒量が増せば回収時間の差は更に増えると思
われます。自分で実際に同じ条件の下で試した事がな
かったので、改めて手間を少しかけるだけで効率的な
冷媒回収ができるのだと実感しました。又、回収後の
ホース内の残ガスの回収方法なども新たな知見となり
ました。この講習で受けた知識と技術を社内や業界で
共有し、フロンガス排出防止に一層努めていかなけれ
ばと思いました。有難うございました。

　効率的な回収技術の講習会は2度目の開催となりました
が22名の参加者で意義ある講習会となりました。30年度
も継続して各支部にて開催したいと思います。

研修事業委員長　笠 雅樹

2017.11.18 郡山　南東北卸センター協同組合　3F 第 8 会議室

開 催 目 的

普段気にせず使用しているフロン回収機が工夫をした
り周辺機器を使用することで時間の短縮が出来る事と
最後まで漏らさずにボンベに回収する技術を学んでも
らい漏洩防止に役立てる事を目的とする。

▼小松所長による回収時の不具合事例の説明

フロン回収ボンベ耐圧検査
事業開始のお知らせ

フロン破壊処理料金表

フロンガス破壊処理証明書

会員各位

　拝啓、日頃は協会事業にご協力を賜り誠に有難うございます。
　さて、この度回収ボンベの耐圧検査期限切れのボンベについて
注意喚起をしてまいりましたが協会として回収ボンベの耐圧検査
事業を開始する事になりましたのでここにお知らせいたします。

　耐圧検査に出して、バルブやフロートセンサーが不良の場合はボンベの耐圧検査をす
る前に、各管理センターから追加料金が発生する旨の連絡を致します。バルブ、フロート
センサー修理の場合は約２か月かかります。バルブやフロートセンサーを修理せずに耐
圧検査だけはできません。耐圧検査更新時期より前だが、バルブやフロートセンサー交
換は可能です。可溶栓交換が必要な場合は連絡いたしませんのでご了承願います。

＊20 ㎏までは耐圧、バルブ、センサーすべて交換の場合は新品購入をお勧めします。

＊税抜き価格　＊運送費込み

＊税抜き価格

＊１回とは貸出日より２週間以内に管理センターへ返却または破壊処理に出すことです。

各管理センターにて受付いたします。納期は約２週間です。
耐圧検査にはボンベ内洗浄、外部錆落とし、容器塗装が含みます。

●注意事項●

●事業要項●

効率的な回収技術 の 講習会

講師：アサダ株式会社 仙台営業所　小松 史也 所長

▼真剣に座学に取組む参加者のみなさん

デモンストレーションの内容

①一般的な回収機と周辺機器を使用して回収
②回収時にホースのムシを外し、かつ回収ホース3/8を
　使用しクーリングユニットを取付て回収
③回収能力の大きい回収機を使用して②と同様に回収
④回収終了後ホース内の残ガスを漏らさず回収ボンベに
　回収する方法
⑤回収機の安全装置の実演

(有)新妻空調サービス
新妻良宗

①の一般的な回収機を使用し
て 機 器 に 見 立 て た ボ ン ベ

（R22・2.8㎏）を回収した。回
収終了まで11分20秒であっ
た。又、ホース内の残ガス量は
20ｇとなった。

②はホースを3分に変更しクー
リングユニットを使用。回収時
間は7分50秒であった。ホー
ス、クーリングユニット内の残
ガス量は110ｇとなった。

　先般より懸案事項でありましたフロン破壊証明書ですが、「機器所
有者」宛の破壊処理証明書の発行システムが整いましたのでご案内
申し上げます。
　破壊処理証明書を業務の効率化の一貫としてご活用いただけれ
ばと思います。

　会員の皆様のご要望に対応すべく、５㎏（６L）ボンベの破壊処理料
金を追加致しました。尚、５㎏ボンベは各管理センターでのお貸出し
もしていますが、貸出し本数に限りがありますので、ご要望の会員様
は早めに各管理センターにお問い合わせ願います。
＊ただし５㎏処理料金は、少量の破壊（４㎏未満）対応の特別価格設定ですので、４㎏
　以上の破壊は１０㎏ボンベと同じ破壊処理料金をいただきますのでご理解の程、
　宜しくお願い致します。
＊あらためまして、１００㎏ボンベまでの価格表をご確認願います。

フロン回収ボンベ耐圧検査
　会員の皆様が所有しています、回収ボンベの上記更新年月日を確認
いただき各管理センターへご依頼ください。協会としましても、法令順
守していくべく回収ボンベ耐圧検査・更新をお願い致します。詳細はお
知らせを参照願います。

協会破壊処理
証明書

発行手数料（税抜き）

● 会員価格
　 1 通  ¥200
● 非会員価格
　 1 通  ¥1,000

項　　　目 会員価格 非会員価格 備　　　考
①耐圧検査のみ
　（5㎏ ,10㎏ ,20㎏） 10,000円 12,000円 バルブ･フロートセンサー不良の場合　　

①+②+③の料金
②バルブ交換のみ
　（5㎏ ,10㎏ ,20㎏） 16,000円 17,000円 耐圧検査と同時に受けた場合

①+②の料金
③フロートセンサー交換のみ
　（5㎏ ,10㎏ ,20㎏） 16,000円 17,000円 耐圧検査と同時に受けた場合

①+③の料金
④耐圧検査のみ
　（40㎏ ,100㎏） 12,000円 14,000円 バルブ･フロートセンサー不良の場合

④+⑤+⑥の料金
⑤バルブ交換のみ
　（40㎏ ,100㎏） 16,000円 17,000円 耐圧検査を同時に受けた場合

④+⑤の料金
⑥フロートセンサー交換のみ
　（40㎏ ,100㎏） 16,000円 17,000円 耐圧検査を同時に受けた場合

④+⑥の料金
⑦可溶栓交換のみ
　（大きさ問わず） 2,000円 2,500円 溶け漏れてたり、

半分ぐらいしかない場合

容器再検査の期限年数

容器の種類 容　量　等
製造よりの経過年数

20年未満 20年以上

溶接容器

500ℓを超えるもの ５ ２
500ℓ以下 ５ ２

耐圧試験圧力3.0MPa以下
かつ25ℓ以下 ６ ２

継目なし容器
500ℓを超えるもの ５
500ℓ以下 ５

５kgボンベ
（６L）

破壊料 2,500円
運送費（往復） 1,500円
ボンベ保管料・管理料 1,000円
破壊処理伝票発行手数料 1,500円

費用合計 6,500円

10kgボンベ
（12L）

破壊料 5,000円
運送費（往復） 1,500円
ボンベ保管料・管理料 2,000円
破壊処理伝票発行手数料 1,500円

費用合計 10,000円

20kgボンベ
（24L）

破壊料 10,000円
運送費（往復） 1,500円
ボンベ保管料・管理料 2,000円
破壊処理伝票発行手数料 1,500円

費用合計 15,000円

40kgボンベ
（40L）

破壊料 20,000円
運送費（往復） 1,500円
ボンベ保管料・管理料 3,000円
破壊処理伝票発行手数料 1,500円

費用合計 26,000円

100kgボンベ
（120L）

破壊料 50,000円
運送費（往復） 5,000円
ボンベ保管料・管理料 10,000円
破壊処理伝票発行手数料 1,500円

費用合計 66,500円

協会用フロン回収貸出ボンベ料金表
５kg、10kg、20kg、40kg ＝ １回500円 ／ 100kg ＝ 1,500円

FC3
CFK-1221B007 V24 W14-8 TP5-0M 6-08

FC3：充填可能な冷媒V24：内容量（単位：L）
　　24L

溶　接　部 6-08：容器の検査年月
6-08：2008年 6月
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研修事業

委 員 会
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　昨年の福島開催（ポリテクセンター・2016.10.22）に続
いて2018年11月18日に郡山の南東北卸センター協同組合
の3F第8会議室に於いて効率的な回収技術の講習会を開
催いたしました。
　会員企業より22名の参加をいただいて講師には昨年同
様アサダ株式会社仙台営業所の小松史也所長にお願いし
30分程度の座学、フロン排出抑制法施行3年目の状況やフ
ロン回収時における不具合事例等の講義を受講。休憩をは
さんでいよいよ回収のデモンストレーションの開始です。

以上のような結果になりました。

「効率的なフロンガス回収
　　　　技術の講習会」を終えて

　この度の講習では、改めて冷媒回収の技術を見直す
機会となりました。座学だけではなく、実際の冷媒回収
工事を踏まえての講習がとても良い経験となりました。
　回収時にムシを外す・回収ホース径を太くする・クー
リングユニットを付ける等をする事で約2.8㎏の冷媒回
収時間が通常の回収時間と比較して3分20秒程違いま
した。冷媒量が増せば回収時間の差は更に増えると思
われます。自分で実際に同じ条件の下で試した事がな
かったので、改めて手間を少しかけるだけで効率的な
冷媒回収ができるのだと実感しました。又、回収後の
ホース内の残ガスの回収方法なども新たな知見となり
ました。この講習で受けた知識と技術を社内や業界で
共有し、フロンガス排出防止に一層努めていかなけれ
ばと思いました。有難うございました。

　効率的な回収技術の講習会は2度目の開催となりました
が22名の参加者で意義ある講習会となりました。30年度
も継続して各支部にて開催したいと思います。

研修事業委員長　笠 雅樹

2017.11.18 郡山　南東北卸センター協同組合　3F 第 8 会議室

開 催 目 的

普段気にせず使用しているフロン回収機が工夫をした
り周辺機器を使用することで時間の短縮が出来る事と
最後まで漏らさずにボンベに回収する技術を学んでも
らい漏洩防止に役立てる事を目的とする。

▼小松所長による回収時の不具合事例の説明

フロン回収ボンベ耐圧検査
事業開始のお知らせ

フロン破壊処理料金表

フロンガス破壊処理証明書

会員各位
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効率的な回収技術 の 講習会

講師：アサダ株式会社 仙台営業所　小松 史也 所長
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デモンストレーションの内容
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　回収する方法
⑤回収機の安全装置の実演

(有)新妻空調サービス
新妻良宗

①の一般的な回収機を使用し
て 機 器 に 見 立 て た ボ ン ベ
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収終了まで11分20秒であっ
た。又、ホース内の残ガス量は
20ｇとなった。

②はホースを3分に変更しクー
リングユニットを使用。回収時
間は7分50秒であった。ホー
ス、クーリングユニット内の残
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　先般より懸案事項でありましたフロン破壊証明書ですが、「機器所
有者」宛の破壊処理証明書の発行システムが整いましたのでご案内
申し上げます。
　破壊処理証明書を業務の効率化の一貫としてご活用いただけれ
ばと思います。

　会員の皆様のご要望に対応すべく、５㎏（６L）ボンベの破壊処理料
金を追加致しました。尚、５㎏ボンベは各管理センターでのお貸出し
もしていますが、貸出し本数に限りがありますので、ご要望の会員様
は早めに各管理センターにお問い合わせ願います。
＊ただし５㎏処理料金は、少量の破壊（４㎏未満）対応の特別価格設定ですので、４㎏
　以上の破壊は１０㎏ボンベと同じ破壊処理料金をいただきますのでご理解の程、
　宜しくお願い致します。
＊あらためまして、１００㎏ボンベまでの価格表をご確認願います。

フロン回収ボンベ耐圧検査
　会員の皆様が所有しています、回収ボンベの上記更新年月日を確認
いただき各管理センターへご依頼ください。協会としましても、法令順
守していくべく回収ボンベ耐圧検査・更新をお願い致します。詳細はお
知らせを参照願います。

協会破壊処理
証明書

発行手数料（税抜き）

● 会員価格
　 1 通  ¥200
● 非会員価格
　 1 通  ¥1,000



5 6

研修事業

委 員 会

活動報告

開催目的
●地域冷暖房を行っている池袋地域冷暖房センターの見学
●２年に 1 度行われるヒーバックでの、最新技術見学

　3 月 1 日、春の嵐と報道されておりましたが、池袋地域冷暖
房センターにつく頃は天気にも恵まれ、現地で工業会、フロン
回収事業協会メンバーと合流して見学してまいりました。
　リコントラクションの説明を受け、機械室見学。施工より 10
年経過している設備とは思えないほど綺麗でメンテナンスが
施された設備でした。
　地域の冷暖房・厨房の蒸気を賄っているだけに、配管・ボ
イラーの大きさには圧倒されるものがありました。各地方も官
庁周辺でこのような設備があれば効率が良いのではないかと
考えさせられました。
　ヒーバックは時代の流れから、自然冷媒・エコ機器の展示
が多かったと思います。2 年に 1 度なので最新の情報・機器

を生で見れるというのは大変勉強になりました。
　1 泊 2 日のスケジュールでしたが各支部よりご参加いただ
き、コミュニケーションも取れ、良い研修会になったと思いま
す。

先進技術研修会 の 報告

池袋地域冷暖房センター・幕張メッセ

破壊事業

委 員 会

活動報告

開催目的
　今年度の管理センター会議を開催し下記内容にて報告事項、
協議事項、その他地区ごとの報告や問題点など事務局の銭谷さ
ん紹介も含めて会議を行いました。

報告事項
①行程管理表の担当者印について
②日曹金属化学㈱「フロン類破壊事業者許可書」更新の
　お知らせについて
③管理センター協会用貸出用回収ボンベの状況

協議事項
①フロンガス破壊処理管理リストについて
②破壊処理工程管理表の記入について
　ボンベ返却シールについて
③ガス類再生「ｘ表」再生できなっかた場合破壊の「Ｙ１表」について

　最低でも年に１回の会議なので、各管理センター担当事務と
事務局の顔合わせから始まり、報告事項をスムーズに終わらせ
協議事項③については今後チャート図や、マンガ図を用いて見
やすく分かりやすいようにすることを確認して、再生事業に取り
組んで行く。
　５㎏の破壊処理料金、回収ボンベ耐圧更新事業の説明をした。

管理センター会議 の 報告

2017.11.21 郡山市南東北総合卸センター協同組合

2018.3.1～2

　菅野裕子事務局の急逝により不在となった事務所に後任として銭谷元文氏と菅野さんの娘さんで赤石澤知秋
さんの２人にお願いをしたところ快く承諾を得て平成29年９月より銭谷さんにはフルタイムで赤石澤さんには
パートとして正式に着任していただきました。
　銭谷さんに話をした時には他の仕事をしている状況でしたが現在の状況を詳しく説明し、以前業界に籍をおい
た縁から何とか協会並びに工業会の一大危機を助けて頂けるのは貴方しかいないとお願いをした次第です。
現在、銭谷さんと赤石澤さんには経理、一般事務、対外折衝等で活躍していただいているところです。手始めに協
会の請求システムの改革として請求方式（書式・発送等）の仕様を変更して新たなシステムで再スタートしました。
　事務局員として分からない事ばかりで困惑する事が多々あったと思いますが持ち前のやる気と根性で乗越えて
頂けるものと確信しております。
　会員の皆様方におかれましても、末永く２人の事務局員さんを見守って頂けますようお願い申し上げます。

銭谷　元文氏 赤石澤　知秋さん

新事務局員さんよろしく!

新入会員 のご紹介
代表しまして

株式会社 安達冷機
代表取締役　熊谷 安弘 氏

福島県二本松市渋川字後座内６５
TEL：0243-53-2817

　頭に巻いたタオルと笑顔がトレードマーク、ケツメイシの音楽をこよなく愛し、
義理人情の厚いガッツあふれる熊谷氏です。
　冷凍空調業界歴は30年と長く昨年、法人化され株式会社 安達冷機として新たな一歩
を踏み出しました。
　メインはエアコン工事で一般家庭から大型店舗までこなす大リーグの大谷のような
大型新人です。ノントラブルで作業効率が上がり、綺麗に仕上げる為の施工方法や工具
など、積極的に取り入れ、常に前向きに仕事をしてる姿は見習う部分が沢山あります。
この度、色摩会長と伊藤支部長の誘いもあり当会に入会頂きました。
総会や、支部会、研修旅行等に参加して頂き、親睦を深めて頂ければ幸いです。

広報委員会　柴田 和明

新入会員代表

山川空調サービス
代表取締役　山川 広満 氏
福島市仁井田字竹ノ花 23-2
TEL：024-573-8741

齋藤電建工業（株）
代表取締役　齋藤 和夫 氏
伊達市保原町字宮下４３番地
TEL：024-575-3194

他
新
入
会
員

会長　色摩 啓司

破壊委員長　伊藤 紘一

研修事業委員長　笠 雅樹
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管理センター会議 の 報告

2017.11.21 郡山市南東北総合卸センター協同組合

2018.3.1～2

　菅野裕子事務局の急逝により不在となった事務所に後任として銭谷元文氏と菅野さんの娘さんで赤石澤知秋
さんの２人にお願いをしたところ快く承諾を得て平成29年９月より銭谷さんにはフルタイムで赤石澤さんには
パートとして正式に着任していただきました。
　銭谷さんに話をした時には他の仕事をしている状況でしたが現在の状況を詳しく説明し、以前業界に籍をおい
た縁から何とか協会並びに工業会の一大危機を助けて頂けるのは貴方しかいないとお願いをした次第です。
現在、銭谷さんと赤石澤さんには経理、一般事務、対外折衝等で活躍していただいているところです。手始めに協
会の請求システムの改革として請求方式（書式・発送等）の仕様を変更して新たなシステムで再スタートしました。
　事務局員として分からない事ばかりで困惑する事が多々あったと思いますが持ち前のやる気と根性で乗越えて
頂けるものと確信しております。
　会員の皆様方におかれましても、末永く２人の事務局員さんを見守って頂けますようお願い申し上げます。

銭谷　元文氏 赤石澤　知秋さん

新事務局員さんよろしく!

新入会員 のご紹介
代表しまして

株式会社 安達冷機
代表取締役　熊谷 安弘 氏

福島県二本松市渋川字後座内６５
TEL：0243-53-2817

　頭に巻いたタオルと笑顔がトレードマーク、ケツメイシの音楽をこよなく愛し、
義理人情の厚いガッツあふれる熊谷氏です。
　冷凍空調業界歴は30年と長く昨年、法人化され株式会社 安達冷機として新たな一歩
を踏み出しました。
　メインはエアコン工事で一般家庭から大型店舗までこなす大リーグの大谷のような
大型新人です。ノントラブルで作業効率が上がり、綺麗に仕上げる為の施工方法や工具
など、積極的に取り入れ、常に前向きに仕事をしてる姿は見習う部分が沢山あります。
この度、色摩会長と伊藤支部長の誘いもあり当会に入会頂きました。
総会や、支部会、研修旅行等に参加して頂き、親睦を深めて頂ければ幸いです。

広報委員会　柴田 和明

新入会員代表

山川空調サービス
代表取締役　山川 広満 氏
福島市仁井田字竹ノ花 23-2
TEL：024-573-8741

齋藤電建工業（株）
代表取締役　齋藤 和夫 氏
伊達市保原町字宮下４３番地
TEL：024-575-3194

他
新
入
会
員

会長　色摩 啓司

破壊委員長　伊藤 紘一

研修事業委員長　笠 雅樹



一般社団法人 福島県フロン回収事業協会　会員名簿 （50 音順） 【平成30年８月 31日現在】

福　島　地　区
㈱ 光 和 設 備 工 業 所 〒960-8252 福島市御山字上原2番10 ☎024-558-2000

㈲ 東 北 冷 暖 房 〒960-0116 福島市宮代字鳥ノ目25-6 ☎024-553-3288

㈲ ナ ガ サ ワ 〒964-0876 二本松市正法寺町90番地1 ☎024-323-0331

㈲ 相 互 開 発 冷 機 〒960-8252 福島市御山字仲ノ町72-3 ☎024-531-6679

㈲ フ タ ワ シ ス テ ム 〒960-8157 福島市蓬莱町八丁目10-31 ☎024-549-1640

㈱ シ バ テ ッ ク 〒960-0111 福島市丸子漆方6-1 ☎024-554-5322

㈲ 谷 川 産 業 〒960-2156 福島市荒井字愛宕原118 ☎024-593-3917

文 化 設 備 工 業 ㈱ 〒960-8055 福島市野田町五丁目5番6号 ☎024-535-0166

㈲ 相 互 冷 熱 管 理 〒960-8154 福島市伏拝字山ノ入1-3 ☎024-545-3120

㈱ 福 島 理 工 〒960-0231 福島市飯坂町平野字桜田17-1 ☎024-541-3888

第 一 温 調 工 業 ㈱ 〒960-0102 福島市鎌田字卸町15番地1 ☎024-553-2100

㈱ 伊 藤 商 会 〒960-0111 福島市丸子字富塚30番地の1 ☎024-553-1200

大栄コールドチェーン㈱ 〒960-8153 福島市黒岩字堂ノ後22-1 ☎024-546-3370

㈲ 武 蔵 プ ラ ン ト 〒960-8254 福島市南沢又小堰19番地の1 ☎024-558-8121

㈱ サ ー モ 電 機 工 業 〒960-8254 福島市南沢又南舘115 ☎024-557-7860

恵 和 興 業 ㈱ 〒960-1107 福島市上鳥渡字しのぶ台4-6 ☎024-593-5456

テクノエンジニアリング㈲ 〒960-8166 福島市仁井田字石塚52-1 ☎024-544-1440

㈲ 東 北 テ ク ノ 〒960-8164 福島市八木田字神明67の5 ☎024-539-8115

㈱ 東 北 日 立 福 島 支 店 〒960-8116 福島市春日町14-33 ☎024-535-3291

㈱ ネ オ テ ッ ク 〒969-1512 二本松市上川崎三ッ石80 ☎0243-24-8841

福 島 機 工 ㈱ 〒960-8252 福島市御山字稲荷田31-4 ☎024-533-9625

㈱ 丹 治 機 械 〒960-1246 福島市松川町金沢字三合内31 ☎024-567-6402

㈱ 三 水 機 工 〒960-8066 福島市矢剣町1番36号 ☎024-535-0915

㈱ 双 葉 商 会 〒960-8075 福島市下野寺字二反田6-1 ☎024-515-1123

㈲ ア ラ イ ブ 〒960-0684 伊達市保原町上保原字久シ原40-1 ☎024-574-2888

清 水 冷 熱 〒960-0241 福島市笹谷字三本松29-20 ☎024-558-3124

ワ タ ナ ベ テ ク ノ 〒960-1243 福島市松川町水原字上台8-1 ☎024-567-6680

草 野 空 調 〒960-8251 福島市北沢又字欠ケ2-23 ☎024-558-0104

㈱ コ ネ ク ト ワ ン 〒969-1616 伊達郡桑折町字舘65-1 ☎024-582-6661

國 新 建 設 ㈱ 〒969-1204 本宮市糠沢字石ヶ作125番地 ☎0243-44-3876

㈱ 橋 脇 商 店 〒960-1103 福島市平石字新田85番地の1 ☎024-546-1830

安 達 冷 機 ㈱ 〒969-1403 二本松市渋川字後座内65 ☎0243-53-3817

㈱ フ レ ッ ク ス 〒960-0231 福島市飯坂町平野字乱東後19番地の2 ☎024-542-3444

山 川 空 調 サ ー ビ ス 〒960-8166 福島市仁井田字竹ノ花23-2 ☎024-573-8741

齋 藤 電 建 工 業 ㈱ 〒960-0612 伊達市保原町字宮下43番地 ☎024-575-3194

い　わ　き　地　区
大 野 冷 凍 工 業 ㈱ 〒973-8408 いわき市内郷高坂町大町84-4 ☎0246-26-1343

北 関 東 空 調 工 業 ㈱ 〒970-8026 いわき市平字柳町3番地 ☎0246-25-7111

㈱ 川 田 冷 凍 サ ー ビ ス 〒971-8101 いわき市小名浜字芳浜2番地の13 ☎0246-54-2120

㈱ い わ き エ ア コ ン 〒970-0112 いわき市平泉崎字砂田48-1 ☎0246-34-7513

空 調 設 備 サ ー ビ ス 〒972-8334 いわき市渡辺町田部字初田6-10 ☎0246-56-2234

㈲ 橋 本 空 調 〒970-8044 いわき市中央台飯野二丁目30-3 ☎0246-28-4595

㈱ い わ き 低 温 工 業 〒971-8151 いわき市小名浜岡小名字馬上前7番地1 ☎0246-52-1250

㈲ フ カ セ 住 設 〒979-0201 いわき市四倉町字東2丁目170-68 ☎0246-32-5720

㈲ と き わ 住 研 機 器 〒970-8043 いわき市中央台鹿島1丁目52-6 ☎0246-29-1445

㈲ 吉 田 鉄 工 所 〒979-0406 双葉郡広野町大字上浅見川字桜田63 ☎0240-27-3241

双 葉 設 備 工 業 ㈱ 〒979-0402 双葉郡広野町大字下北迫字岩沢31-72 ☎0240-27-1253

ア イ エ ム 冷 熱 工 業 ㈱ 〒972-8334 いわき市渡辺町田部字仲ノ町27番地の1 ☎0246-38-6138

㈲ Ｎ Ｓ エ ン ジ ニ ア 〒970-1145 いわき市好間町北好間字籬28番地 ☎0246-36-1080

正　　　会　　　員

郡　山　地　区
太洋テクニカ㈱郡山支店 〒963-0547 郡山市喜久田町卸一丁目40番地1 ☎024-959-6277

作 田 電 機 ㈱ 〒963-0547 郡山市喜久田町卸1丁目36番地1 ☎024-959-6211

長 倉 空 調 設 備 〒963-0206 郡山市中野二丁目155番地 ☎024-961-3839

㈱オートデンソーマルヤマ 〒963-0115 郡山市南2丁目58番地 ☎024-945-5388

共 同 設 備 工 業 ㈱ 〒963-0725 郡山市田村町金屋字新家144-1（郡山中央工業団地） ☎024-941-1075

大 成 空 調 工 業 ㈱ 〒963-8841 郡山市字山崎408番地10 ☎024-923-0371

㈲東邦システム保守サービス事業所 〒963-8846 郡山市久留米5丁目178-2 ☎024-946-3336

アズビル金門エンジニアリング㈱東北支社 〒963-8876 郡山市麓山二丁目13番11号 ☎024-936-4456

㈲エス・ケー・テクニカ 〒963-8041 郡山市富田町字下亀田1番地の23 ☎024-922-1080

㈱ 冷 暖 〒963-0201 郡山市大槻町字北八耕地9番1 ☎024-951-4233

富 士 冷 熱 機 器 ㈱ 〒960-0117 郡山市安積荒井二丁目261番地 ☎024-946-2200

福 菱 冷 熱 ㈱ 〒963-8044 郡山市備前舘一丁目58番 ☎024-923-2548

㈱ エ ア ー テ ッ ク 〒963-0205 郡山市堤3丁目73番地 ☎024-952-6526

㈱冷凍技術工業所郡山営業所 〒963-8014 郡山市虎丸町17-19 ☎024-932-6128

㈱ 石 井 実 業 〒963-8033 郡山市亀田一丁目55番8号 ☎024-934-6660

㈲ 日 設 〒963-0102 郡山市安積町笹川字北向6-2 ☎024-946-5388

㈱ 三 森 電 機 〒963-6103 東白川郡棚倉町大字逆川字前山1-27 ☎0247-33-0020

セコムエンジニアリング㈱ 〒963-8851 郡山市開成四丁目8番15号 ☎024-935-3555

㈱ ナ カ ム ラ ア イ デ ィ 〒963-8025 郡山市桑野三丁目105番地2 ☎024-933-1056

㈱ 釜 屋 〒962-0001 須賀川市森宿字安積田1-1 ☎0248-75-1100

㈲ 丸 三 商 店 〒969-0404 岩瀬郡鏡石町旭町372 ☎0248-62-3047

小 針 電 気 工 業 所 〒969-0263 西白河郡矢吹町根宿138 ☎0248-43-2224

㈱ カ パ ス 〒963-0205 郡山市堤3-141 ☎024-983-8214

東 冷 機 工 業 ㈱ 〒963-8846 郡山市久留米6-61-1 ☎024-945-5472

㈱ 長 谷 川 環 境 熱 学 〒962-0001 須賀川市森宿字安積田177-27 ☎0248-72-7011

㈲ テ ィ ー エ ス 冷 機 〒963-0201 郡山市大槻町字人形坦東72-25 ☎024-952-6243

富士エンジアリング㈱ 〒963-0531 郡山市日和田町高倉字高森1-17 ☎024-958-5330

会　津　地　区
㈱ 村 山 鉄 工 所 〒965-0866 会津若松市新横町1番43号 ☎0242-27-1351

会 津 冷 熱 ㈱ 〒965-0052 会津若松市町北町大字始字深町91番2号 ☎0242-25-1953

星 冷 暖 設 備 工 業 所 〒965-0056 会津若松市金川町6-15 ☎0242-24-4195

八 ッ 橋 設 備 ㈱ 〒965-0008 会津若松市桧町2番3号 ☎0242-27-3925

会 津 ガ ス ㈱ 〒965-0858 会津若松市神指町大字南四合字才ノ神325-1 ☎0242-29-1117

㈱あいづダストセンター 〒965-0858 会津若松市神指町大字南四合字才ノ神461 ☎0242-36-5351

㈲ 福 島 空 調 シ ス テ ム 〒965-0102 会津若松市真宮新町北三丁目20番地1 ☎0242-93-6263

相　双　地　区
伊 藤 冷 機 工 業 ㈱ 〒975-0021 南相馬市原町区金沢字堤上138番地の1 ☎0244-22-0101

㈲ 新 妻 空 調 サ ー ビ ス 〒975-0062 南相馬市原町区本陣前2丁目26-7 ☎0244-25-0877

㈱ 東 洋 空 調 工 事 〒975-0038 南相馬市原町区日の出町208の1 ☎0244-23-5027

㈱ 高 良 〒975-0007 南相馬市原町区南町一丁目93 ☎0244-22-7111

電 器 の ス エ 〒975-0014 南相馬市原町区西町一丁目112-5 ☎0244-22-8436

㈱エーアールエーサービス 〒979-2501 相馬市磯部字台畑13番地2 ☎0244-33-5700

第　三　種　正　会　員
㈱ ク レ ハ 環 境 〒974-8232 いわき市錦町四反田30番地 ☎0246-63-1231

(一社)福島県空調衛生工事業協会 〒960-8021 福島市霞町9番23号 ☎024-526-2036

日曹金属化学㈱会津工場 〒969-3301 耶麻郡磐梯町大字磐梯1372 ☎0242-73-2121

賛　助　会　員
太陽産業㈱　福島営業所 〒960-0241 福島市笹谷字出水田8の1 ☎024-557-5131

東 テ ク ㈱ 郡 山 営 業 所 〒963-0107 郡山市安積町三丁目361 ☎024-946-7541

㈱ＦＵＳＯ仙台営業所 〒983-0034 宮城県仙台市宮城野区扇町3-4-10 ☎022-290-9501


